
山都・高郷地区

「育みの丘」構想（案）から誕生する

新たな学校の姿

統合中学校校舎検討資料

喜多方市教育委員会

１



２



新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について

Schools for the Future 

 「未来思考」で実空間の価値を捉え直し、
学校施設全体を学びの場として創造する

令和４年３月
学校施設の在り方に関する調査研究協力者会
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推計可能な１２年後には・・・

山都＋高郷

２０２８年（Ｒ１０）在学生 ７５名

２０３７年（Ｒ１９）在学生 ２３名
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私たちはこれらを「あたらしい学校」の柱と考えます。

新しい学校の
かたち

未来の学びができる

確かな学⼒を基礎とし、
それを社会で活⽤できる
思考⼒ 、判断力、社会を

考え活動を起こす主体的
態度を育てる。

地域を維持する力がある

地域に育ち、地域に学ぶ。
地域との結びつきが強く、
地元での将来の可能性を
生徒たちに感じさせられ
る。

誇りを持って学べる

特色ある教育活動で、「こ
こで学びたい、高まりた
い」と思わせる魅力がある。
教育で人を呼び込める。
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旧耶麻農業高等学校の校舎・施設を利用して、総合的な学びの施設を設立

山都・高郷地区「育みの丘」構想
※令和１０年 山都・高郷中学校統合中学校

インクルーシブな
学びのコミュニティ

⚫ 地域を元気づけ
⚫ 地域愛が芽生え
⚫ 地域が活性化する

６（案）

子どもも大人も豊かに育つ創造的空間へ



山都・高郷地区「育みの丘」構想とは？

「育みの丘」
統合中学校

山
都
・高
郷
中
学
校
統
合
中
学
校

旧
耶
麻
農
業
高
校
校
舎
・施
設
を
利
用
し
て
、

総
合
的
な
学
び
の
施
設
を
設
立

地域・企業研究機関等

インクルーシブな
学びのコミュニティ

７

共創の場



山都・高郷「育みの丘」構想で得られるもの

「育みの丘」
統合中学校

子どもが得られるもの
• 多様な視点からの学び
• 関われる大人の多様化
• 地域との交流拡大
• 教育機会の拡大
• 働く大人とのふれあい
• 学ぶ大人へのあこがれ

子どもの役割
• 自身のキャリア形成等、未来を見据えた学び
• 他者との積極的な関わり地域活動への参加

学校が得られるもの
• 多様な教育方法
• 教育機会の拡大
• 教員の負担軽減

学校の役割
• 質の高い教育の提供
• 独自性のある教育法
• ビジョンの明確化
• 学校論理からの脱却

研究機関が得られるもの
• 広大な実験フィールド
• 地域というフィールド
• 社会実装の場
• イノベーションと交流

研究機関の役割
• 子どもへの関わり
• 地域への関わり

地域・企業

インクルーシブな
学びのコミュニティ

研究機関等

共創の場

地域が得られるもの
• 子どもの賑わい
• 交流人口
• 経済効果、雇用
• 文化継承拠点、地域交流拠点

地域の役割
• 子どもへの関わり
• コミュニティーへの関わり
• マネジメント

企業が得られるもの
• 社員教育、人材開発
• CSRの実践
• ビジネスの展開
• イノベーションと交流

企業の役割
• 子どもへの関わり
• 地域への関わり
• 雇用の創出
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１ 総合的な学びの施設「育みの丘」
教育委員会は、次のような新しい学びの拠点を目指している。

地域や社会と連携・協働し、ともに創造する共創空間 → 共創の場

＜地域の未来を担う人材育成の拠点＞
・山都地区、高郷地区の生徒が学ぶ中学校
・多様な学習スタイルに対応する教室、実習室
・地域や社会と共創する学習空間
・サテライトキャンパス機能
・コワーキングスペース

これらを実現するには、広い敷地・多様な施設・拡張性が不可欠となる。

山都・高郷地区「育みの丘」構想はどこで① ９



２ 旧耶麻農業高等学校と山都中学校の比較
２-１ 敷地・建物規模の比較 ※旧耶麻農業高等学校の面積（県資料参照：確定値でない）

項目 旧耶麻農業高等学校 山都中学校 規模差
敷地面積 67,983㎡ 13,495㎡ 約5.0倍
グラウンド 19,324㎡            11,657㎡ 約1.7倍
校舎面積 3,910.5 ㎡ 2,999㎡ 約1.3倍

→ 旧耶麻農業高等学校は広く、将来の拡張・複合機能の導入が容易となる。

２-２ 校舎の比較
項 目 旧耶麻農業高等学校 山都中学校

建 築 年 S49年 S61年
経 過 年 数 51年            39年
法定耐用年数A 47年 47年
Aを超える年度 超過 R15年
建設時耐震基準 旧耐震基準 新耐震基準
耐 震 対 策 H２１南校舎大規模改修工事 昭和56年以降の建設のため

H24北校舎大規模改修工事 耐震対策の必要ない。

山都・高郷地区「育みの丘」構想はどこで② １０



2-3 教室・実習室の確保

      ●教室・実習室の確保
・旧耶麻農業高等学校 → 複数の教室、自習室を確保可能
・山都中学校 → ２教室程度のみ確保可能

→ サテライトキャンパスやコワーキングスペース、地域連携などを設置する
には、旧耶麻農業高等学校の方が適している。

●実習棟・温室等
・旧耶麻農業高等学校 → 温室を含む実習棟の複数が確保可能
・山都中学校 → なし

→ 環境教育・農業教育・地域産業連携など特色のある教育が展開できる
旧耶麻農業高等学校の方が適している。

山都・高郷地区「育みの丘」構想はどこで③ １１



２-４ 特別教室・設備の比較
●山都中学校にあって旧耶麻農業高等学校にないもの

・用務員室、配膳室、技術室、美術室、プール

※これらは、改修で対応可能。
※令和８年度より山都小学校のプールを共同利用する。

●旧耶麻農業高等学校にあって、山都中学校にないもの
（または、教室数に差があるもの）
・応接室（１F、２F）、和室、家庭総合実習室、家庭クラブ室、農業クラブ室、

                  柔剣道場、理科室（生物化学実験室×２、物理実験室）、パソコン室×２（山
都中学校×1）、普通教室×８（山都中学校×6）

→ 旧耶麻農業高等学校には、専門性の高い教育・地域連携・部活動環境の
充実に直結する施設が多数存在している。

山都・高郷地区「育みの丘」構想はどこで④ １２



① 敷地の広さ
・山都中学校の5倍以上。
・将来の人口変動や教育内容の変化にも柔軟に対応できる。

② 多様な学習空間を確保できる。
・サテライトキャンパス、コワーキングスペース、地域交流スペースなど。

→ 新しい学びの形を実現するための空間が確保できる。
③ 実習棟・温室など特色教育に強い

・環境・地域産業と連携した教育が可能となる。
・地域の魅力を生かした「特色ある学校づくり」に最適である。

④ 特別教室の充実度が高い。
・理科室3室、PC室2室、柔剣道場、和室、家庭総合実習室など専門施設が多数
ある。

⑤ 将来の拡張性・複合施設化に対応できる。
・地域の拠点（地域交流センター、生涯学習施設、地域産業支援拠点などへの発
展も視野に入る。）となりえる。

旧耶麻農業高等学校が望ましい理由（まとめ） １３



１ 地域の活性化
新たな取り組みを進めることで、地域の魅力向上や交流の促進が図られ、地域全体

         の活性化につながることが期待される。

２ 自然環境との調和
緑豊かな自然環境と調和した教育活動を展開することで、 落ち着いた学習環境の

         確保が可能となる。

３ 新しい始まり
これまでの地域の歴史を継承しつつ、未来につながる新たな学校づくりの出発点と

          なる。施設や環境を生かし、新たな視点や発想が生まれる教育環境の形成を目指すこ
とができる。

山都・高郷地区「育みの丘」構想からの期待されるもの １４



「育みの丘」構想で育まれるもの
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研究者とのふれあい

研究機関、リモートワーク、企業サテライト
オフィスで働く大人たちが、学校に集い、活
動する。

それぞれの専門的知識や技術は、学校から
の要請や「スキマ時間」を利用して子どもた
ちに伝えられる。

こんなことができる
①

里山再生のための育苗研究を知る

１６



研究作品の
メンテナンス見学

制作スペースが限られるデ
ジタルアート・クラフトを学ぶ
学生の活動スペースとして提
供する。
学生は定期的にメンテナンス

に通うので、中学生との交流
が生まれる。最先端の技術に
触れられるとともに、学ぶ大
人を間近に見ることができる。
教師は、先端のデジタル技術

の指導を受けることが可能と
なる。

こんなことができる
②
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アーティスト・イン
・レジデンス

学校に芸術家を招聘し、芸術
家と生徒の交流から作品制作
を進める。普段接することが少
ない芸術家と接することで、創
造力が向上する。
教室になじめない子どもが、

ともに活動することにより、自
らの新たな才能に遭遇するこ
とも期待できる。

こんなことができる
③

１８



あこがれ

生徒たちが企業で働く人々と関わる
ことで、働く大人、学ぶ大人を身近に感
じ、大人へのあこがれが生まれる。
また、現実的な仕事やキャリアについ

て考えるきっかけになる。
そのことは、将来の目標となり、学び

のモチベーションにつながる。

こんなことができる
④

１９



２０
こんなことができる

⑤



□実社会との接点
・生徒たちが「大人」と関わることで、現実的な仕事やキャリア
について知識を得られる。

□地域とのつながりの強化
・地域の企業と密接に連携することで、地域との結びつきが強化
され、地元での将来の可能性を生徒たちに感じさせられる。

□地域との交流
・地域住民や企業との連携で、生徒が社会性を磨く機会が増える。

□教育環境の向上
・地域や企業と連携することで、実践的な教育や職業体験の機会
が増える。

・専門的な知識を持つ学ぶ大人と関わり、最先端の知識と学びへ
のあこがれを得ることができる。

・子どもに関われる大人が増える。（子どもの第三の居場所）

□施設の有効活用
・元農業高校という特徴的な施設・設備の有効利用で、教育に新
しい魅力が加わる。

・施設、設備、環境から、新たな視点が生まれる可能性がある。

「育みの丘」構想から生まれるもの

□中学校
・共用スペースが生徒にとってストレスになり得る。
・施設維持や管理にかかる費用が増える。
・通学や交通の負担が増える可能性がある。
・老朽化による問題が発生する可能性。また、クマ等の野生
生物への対応が必要となる。

□地 域
・住民と活用方法についての意見が分かれる可能性がある。
・地域住民の意向と企業ニーズを一致させるのが難しい場合
がある。

□企業・研究機関
・地域との関わりを深められない場合、企業の撤退リスクが
生じる。

・地方での通信インフラや設備の整備が十分でない場合、事
業運営に影響が出る。

・地方での人材の確保やスタッフの通勤が課題となる可能性
がある。

デメリットメリット
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先進事例
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先進事例1
山形県朝日町スキマクラス2.5

朝日町CS運営のための拠点施設
教員と共に地域学習のカリキュラムを運営
放課後の自習室解放・生徒交流

⚫山形県朝日町にある公立中学校の空き教室を利
用して開設された地域振興サポート会社「まよ
ひが企画」のサテライトオフィス。

⚫地域振興を目的とした活動を行っており、通常
の業務に加えて、生徒たちが自由に利用できる
自習室や放課後の交流スペースにもなっている。

「サードプレイス半歩手前」
「教育課程に開かれた地域社会」
「先生がちょっと楽になるCS」
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先進事例1
山形県朝日町スキマクラス2.5

多様な学びの場の提供
• 自習室や交流スペースを開放
• 講座やカリキュラム作りの提案

教職員との協力・支援
• 先生方の授業支援や相談対応
• 授業のプログラム作りや出張講師

生徒と地域の大人との日常的な接点
• 生徒が大人の働き方を近くで観察できる環境
• 企業のスタッフとの接点が生徒に職業観を育
む素地

教育と地域社会の融合
• オフィス内で行われる講座が、地域の学びを
深めるものに
（例: アイガモロボ講座、お金の増やし方講座な
ど）
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先進事例2
西会津町国際芸術村 ２５



先進事例3 島根県立隠岐島前（おきどうぜん）高校 ２６



先進事例3 隠岐島前高校 ２７



先進事例3 隠岐島前高校 ２８



先進事例4 神山まるごと高専 ２９



先進事例4 神山まるごと高専 ３０



先進事例4 神山まるごと高専 ３１



サテライトオフィス進出例
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構想に前向きな団体
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里山の森林整備事業等により地域の森林づくりに貢献します

【代表】星比呂志
⚫理学博士
⚫（国研）森林研究・整備機構フェロー
⚫森林総合監理士
⚫東京農業大学非常勤講師
⚫福島県農林種苗農業協同組合 理事

耶麻高を使用する用途
◆桐苗木の育成及びその普及活動

活動資金
◆非営利事業
◆県の補助金
（地域創生総合支援事業(サポート事業)、
特用樹のめぐみ再発見事業等。）

◆当研究会が別に実施する収益事業

構想に前向きな団体 会津里山森林資源育成研究会 ３６



会津里山森林資源育成研究会のメリット

メリット１
優れた育苗施設及びこれまで適切に肥培管理・病

虫害管理がなされてきた苗畑等をそのまま利用出来
ること。

メリット２
桐の苗育から植栽までの各段階、すなわち、初期

段階（温室を使用）、中間段階（ビニールハウスを
使用）及び順化段階（屋外）並びに試験植栽・展示
植栽（苗畑等）を1カ所で集約的に実施できること。

メリット３
桐玉植苗の生産・配布の円滑化及び規模の拡大が

図られ、桐の普及がこれまで以上に推進されること。
メリット４

喜多方市民及び地域住民の本会への信頼が高まる
こと。

メリット１
同じ敷地内にある中学校の生徒に会津桐

の素晴らしさと会津桐を育成する具体的な
方法とその技術等を教授することにより、
中等教育の充実、林業後継者の育成、会津
の伝統的な農村文化、森林文化の継承等が
図れること。

メリット２
桐苗の生産・配布・植栽等が促進され、

会津地域の里山における森林資源の造成及
び森林整備が図れること。

メリット３
里山再生活動により、問題が顕在化して

いるクマ等、野生動物の市街地出没への一
定の抑止力になる可能性があること。

会津里山森林資源育成研究会には 子どもたち・地域には
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構想に前向きな団体 会津大学池本研究室

会津大学上級准教授

池本 淳一 先生

研究分野
• エンタテインメント及びゲーム情報学
• まちづくり
• 観光
• 武道史

ICTによる地域貢献
喜多方市におけるまちづくりと観光
武術史
デジタルゲーム・デジタルクラフトを用いた地域イベントと地域貢献
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構想に前向きな団体 会津大学池本研究室

地域課題デジタルゲーム
デジタルクラフト、電子工作などを研究・制作

空き教室の活用で

学生にとって 子ども、地域にとって

1. 子どもが常時作品を目にすることができ
るため、学生がリアルタイムで感想をも
らえる。

2. 作品が常時展開されているため、メンテ
ナンスやバージョンアップが容易。

1. 子どもが常時作品を目にすることができ、
先端技術に触れることができる。

2. ICT技術を必要に応じて指導してもらえる。
3. 学生がメンテナンスやバージョンアップ

に来校するので、駅をはじめ、地域に人
の流れができる。

4. 地域に向けたイベントが開催でき、地域
活性化につながる。学生の成果発表の場
ともなる。

常時、作品を展開しておけるスペースがほしい

３９



失敗（？）事例
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概 要
大学生が地域企業と連携して商品開発を行うプロジェクトが実施されたが、販売段階で進捗
が止まり、継続できなかった。

主な要因
• 学生と企業の間で目的や期待値がずれていた。
• 販売戦略や流通の知識が不足していた。
• 教員の支援が限定的で、学生の自主性に頼りすぎた。

失敗事例①

大学と地域企業との商品開発プロジェクト（中部圏）
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概 要
地域課題をテーマにした授業が一過性に終わり、継続的な学びにつながらなかった。

主な要因
• 教員間の温度差があり、学科間で連携が取れなかった。
• 地域との事前打ち合わせが不足し、活動が形骸化。
• 成果物の評価基準が曖昧で、学びの実感が得られなかった。

失敗事例②

地域連携型アクティブラーニング（複数大学）
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概 要
地域住民が学校支援活動に関わっていたが、数年後に活動が縮小・停止。

主な要因
• キーパーソンの退任後、後継者が育たなかった。
• 活動の目的が明確でなく、住民のモチベーションが低下。
• 学校側の負担が増え、教職員の関与が減少。

失敗事例③

地域学校協働活動の停滞（某県の小学校）
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1.目的の共有不足

2.人材の偏り・継続性の欠如

3.役割分担の不明確さ

4.制度・予算の不安定さ

5.地域との対話不足

継続できなくなる要因
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1.目的の共有
「農の心の継承」「共創の場」といったビジョンを、地域と一緒に言葉にしていく。

2.人材の育成と継承
地域コーディネーターや若手住民の育成を意識的に行う。

3.役割の明文化
学校・地域・企業・大学それぞれの役割を協定や規約で明確に。

4.持続可能な財源設計
補助金だけでなく、地域基金や民間連携も視野に。

5.対話の場づくり
定期的な住民会議や説明会で、声を拾い、反映する仕組みを。

育みの丘構想への示唆
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参考 －これからの教育－

次期学習指導要領の見通し（2030～）

４６



４７



４８


	スライド 1: 山都・高郷地区 「育みの丘」構想（案）から誕生する 新たな学校の姿
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: 推計可能な１２年後には・・・
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15: 「育みの丘」構想で育まれるもの
	スライド 16: 研究者とのふれあい
	スライド 17: 研究作品の メンテナンス見学
	スライド 18: アーティスト・イン ・レジデンス
	スライド 19: あこがれ
	スライド 20: こんなことができる⑤
	スライド 21
	スライド 22: 先進事例
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32: サテライトオフィス進出例
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35: 構想に前向きな団体
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40: 失敗（？）事例
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46: 参考　－これからの教育－
	スライド 47
	スライド 48

